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【
足
立
・
書
記
・
早
川
勝
久
記
】

4
月
4
日
、
足
立
支
部
会
館
に
て

「
足
立
支
部
第
68
回
定
期
大
会
」

を
総
勢
64
人
で
開
催
。

今
大
会
で
特
徴
的
だ
っ
た
の
が

今
年
度
の
方
針
提
案
。
組
織
拡
大

強
化
、
産
業
民
主
化
に
向
け
た
取

り
組
み
を
進
め
る
手
段
と
し
て
、

従
来
の
発
信
媒
体
の
支
部
機
関
紙

と
支
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
更
に
充

実
さ
せ
る
と
共
に
「
支
部
独
自
Ｓ

Ｎ
Ｓ
を
推
進
・
普
及
」
さ
せ
、
若

年
世
代
を
中
心
と
し
た
支
部
未
結

集
組
合
員
と
の
距
離
を
縮
め
て
い

く
提
案
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
「
群
会
議
の
話
題
を
読
む

時
間
が
な
い
、
読
ん
で
も
理
解
で

き
な
い
」
と
い
っ
た
声
に
応
え
る

た
め
、
群
会
議
の
話
題
の
要
約
版

Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
放
送
を
提
案
。

あ
だ
ち
支
部
通
信
、略
し
て「
あ
だ

通
」と
名
称
を
定
め
、4
月
か
ら
Ｙ

ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
配
信
を
始
め
ま
し

た
。
組
合
の
仲
間
か
ら
は「
早
速
、

分
会
役
員
で
利
用
し
た
」
「
時
間

の
な
い
仲
間
に
お
勧
め
し
た
」「
短

時
間
で
内
容
も
分
か
り
や
す
く
良

か
っ
た
」
と
の
嬉
し
い
声
が
届
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

新
4
役
は
、
委
員
長
・
真
木
泰

久
。
副
委
員
長
・
波
平
永
、
村
上

勇
、
小
野
清
、
川
島
俊
一
、
斉
藤

伸
一
。
書
記
長
・
早
川
勝
久
。
書

記
次
長
・
本
多
伸
行
、
大
久
保
努
、

栗
原
知
也
、
松
井
良
典
。

【
三
鷹
武
蔵
野
支
部
・
書
記
・

三
澤
克
己
通
信
員
】
4
月
4
日
、

三
鷹
市
公
会
堂
「
光
の
ホ
ー
ル
」

に
て
第
7
回
三
鷹
武
蔵
野
支
部
定

期
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
大

会
は
、
96
人
の
代
議
員
が
出
席
、

12
人
か
ら
委
任
状
の
提
出
が
あ

り
、
合
計
1
0
8
人
の
参
加
と
な

り
ま
し
た
。

昨
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
な

か
で
も
、
「
誰
一
人
取
り
残
さ
な

い
」相
談
活
動
の
徹
底
や
、地
域
住

民
の
要
望
に
応
え
た
「
住
ま
い
の

相
談
会
」を
11
月
に
開
催
。秋
の
拡

大
月
間
で
は
支
部
初
の
1
0
0
人

を
超
え
る
加
入
で
目
標
達
成
を
す

る
な
ど
の
成
果
を
あ
げ
ま
し
た
。

新
年
度
は
引
き
続
き
相
談
活
動

を
徹
底
し
、減
ら
な
い
組
織
作
り
、

後
継
者
の
発
掘
・
育
成
の
た
め
に

支
部
・
分
会
で
の
出
番
作
り
を
進

め
る
こ
と
を
重
点
課
題
と
し
て
取

り
組
ん
で
い
く
こ
と
を
拍
手
で
確

認
し
ま
し
た
。

新
4
役
体
制
は
次
の
と
お
り
。

委
員
長
・
島
村
新
。

副
委
員
長
・
高
橋
公

二
、
須
藤
功
、
渡
辺

義
久
。
書
記
長
・
渡

邊
和
彦
。
書
記
次
長

・
佐
々
木
建
、
永
原

蔵
人
、
三
澤
克
己
。

退任した武藤前委員長（右）に「木花
（木でできた花）」が贈呈されました

新委員長の島村さん

【
文
京
・
書
記
・
太
田

至
豪
記
】
文
京
支
部
第
68

回
定
期
大
会
は
4
月
4
日

に
全
労
連
会
館
で
開
催
し

ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
の

第
4
波
の
到
来
が
懸
念
さ

れ
る
な
か
、
規
模
を
縮
小

し
て
、
参
加
38
人
、
委
任

状
39
通
に
よ
り
過
半
数
に

達
し
成
立
し
ま
し
た
。

今
大
会
を
も
っ
て
磯
貝

正
和
委
員
長
、
伊
関
健
雄

文
和
会
会
長
が
退
任
、
吉
川
豊
書

記
次
長
が
本
部
へ
異
動
と
な
り
、

感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

新
委
員
長
に
選
出
さ
れ
た
菅
原

学
さ
ん
は
「
コ
ロ
ナ
禍
で
は
あ
る

が
、
十
分
に
予
防
し
な
が
ら
組
織

づ
く
り
に
取
り
組
も
う
」
と
決
意

表
明
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
新
年

度
執
行
部
に
は
後
継
者
世
代
か
ら

大
澤
祥
治
さ
ん
が
副
委
員
長
に
、

横
田
亮
一
さ
ん
が
常
任
執
行
委
員

に
、
そ
れ
ぞ
れ
新
た
に
選
出
さ
れ

ま
し
た
。

新
4
役
は
次
の
通
り
。
委
員
長

・
菅
原
学
。
副
委
員
長
・
大
谷
隆

司
、伊
関
伸
二
、奥
村
歳
久
、大
澤

祥
治
。
書
記
長
・
野
本
章
平
。
書

記
次
長
・
永
堀
瑞
樹
、太
田
至
豪
。

【
調
布
・

書
記
・
山
本

晃
通
信
員
】

参
加
代
議
員

を
縮
小
、
57

人
と
し
、
社

会
的
距
離
を

保
も
ち
、
来

賓
を
迎
え
る

こ
と
な
く
調

布
支
部
第
60

回
定
期
大
会

が
4
月
4
日

に
調
布
市
文

化
会
館
た
づ

く
り
12
階
大
会
議
場
に
て
時
間
短

縮
と
し
て
午
後
1
時
よ
り
開
催
し

ま
し
た
。

昨
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
で
「
調
布

支
部
で
で
き
る
こ
と
」
を
合
言
葉

に
運
動
を
進
め
て
き
た
1
年
で
し

た
。
し
か
し
残
念
な
が
ら
行
事
や

イ
ベ
ン
ト
、
住
宅
デ
ー
と
い
っ
た

行
動
は
中
止
せ
ざ
る
を
え
ず
、
組

合
で
の
基
本
で
あ
る
「
組
合
員
が

集
う
」
こ
と
が
ま
ま
な
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

し
か
し
、
一
方
で
は
仲
間
の
拡

大
は
苦
し
い
な
が
ら
も
前
進
し
、

9
年
連
続
の
最
高
現
勢
を
更
新
で

き
ま
し
た
。
大
会
冒
頭
、
佐
藤
委

員
長
は
そ
の
こ
と
に
触
れ
、
今
年

度
の
支
部
躍
進
の
原
動
力
と
し
て

団
結
し
運
動
を
進
め
て
い
こ
う
と

の
檄
が
あ
り
、
あ
ら
た
め
て
荒
波

を
進
ん
で
い
こ
う
と
参
加
代
議
員

も
気
持
ち
が
引
き
締
ま
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

東
京
土
建
一
般
労
働
組
合
調
布

支
部
の
ス
タ
ー
ト
で
す
。

新
4
役
は
次
の
通
り
で
す
。
委

員
長
・
佐
藤
眞
理
子
。
副
委
員
長

・
横
山
秀
夫
、
川
口
敏
彦
、
冨
士

勲
、
粕
谷
武
洋
。
書
記
長
・
北
村

享
一
。
書
記
次
長
・
山
本
晃
、
井

上
裕
行
。

【
狛
江
・
書
記
・
牧
岡
善
隆
記
】

狛
江
支
部
で
は
、
4
月
11
日
、
支

部
会
館
に
お
い
て
、
第
51
回
定
期

大
会
を
開
催
し
、全
体
で
50
人（
代

議
員
23
人
、
委
任
状
27
通
）
の
参

加
が
あ
り
、
今
年
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
か
ら
来
賓
の
方
の
参

加
は
ご
遠
慮
願
い
ま
し
た
。
本
来

な
ら
、
組
織
や
財
政
課
題
、
建
設

業
を
と
り
ま
く
厳
し
い
情
勢
な
ど

を
議
論
し
あ
い
、
分
散
会
な
ど
も

通
し
て
率
直
な
意
見
な
ど
の
集
約

も
し
た
か
っ
た
と
こ
ろ
で
す
が
、

人
命
第
一
を
考
え
て
の
開
催
に
な

り
ま
し
た
。

組
織
と
し
て
は
早
急
に
1
5
0

0
人
現
勢
を
回
復
す
る
、
産
業
対

策
部
門
は
、
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ

ス
テ
ム
登
録
者
の
拡
大
や
公
契
約

条
例
の
制
定
な
ど
、
目
標
立
て
を

明
確
に
し
、
詳
細
を
新
年
度
の
機

関
会
議
や
専
門
部
会
議
で
の
討
議

に
か
え
て
い
く
こ
と
で
意
思
統
一

し
ま
し
た
。
ま
た
、
大
き
な
課
題

と
し
て
、
分
会
再
編
を
丁
寧
に
行

な
う
こ
と
を
提
案
し
全
て
の
議

案
、
役
員
、
予
算
を
承
認
し
、
終

了
と
な
り
ま
し
た
。

新
役
員
は
次
の
通
り
。
委
員
長

・
宗
像
勇
。
副
委
員
長
・
塩
野
昌

一
、
田
波
和
也
。
書
記
長
・
牧
岡

善
隆
。

コロナに負けず団結を固める
文京の大会参加者

【
台
東
・
書
記
・
松
村
健
司
記
】

4
月
11
日
に
台
東
区
民
会
館
に

て
、
第
64
回
定
期
大
会
を
34
人
の

参
加
で
開
催
し
ま
し
た
。
時
短
開

催
・
会
場
人
数
制
限
の
た
め
、
残

念
な
が
ら
来
賓
を
招
く
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
活
動
が
限

定
さ
れ
る
中
、
建
設
ア
ク
シ
ョ
ン

に
取
り
組
み
、
3
年
ぶ
り
の
組
織

増
勢
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
新
年
度
に
向
け
て
は
、
コ
ロ

ナ
の
感
染
防
止
対
策
に
留
意
し
つ

つ
、
組
織
強
化
に
取
り
組
み
、
2

年
続
け
て
の
実
増
を
め
ざ
す
こ
と

を
確
認
し
ま
し
た
。

寺
山
新
委
員
長
か
ら
は
、
公
立

病
院
の
再
編
統
合
・
病
床
削
減
に

反
対
し
、
地
域
医
療
を
後
退
さ
せ

な
い
た
め
に
、「
区
立
台
東
病
院
を

守
る
会
」
の
活
動
を
発
展
さ
せ
て

い
く
決
意
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

新
4
役
は
以
下
の
と
お
り
。
委

員
長
・
寺
山
邦
裕
。
副
委
員
長
・

遠
藤
秀
明
、
齋
藤
誠
、
島
貫
浦
二
。

書
記
長
・
小
久
保
篤
。
書
記
次
長

・
松
村
健
司
。

【
荒
川
・
書
記
・
船
橋
賢
一
通

信
員
】
荒
川
支
部
は
4
月
11
日
、

サ
ン
パ
ー
ル
荒
川
で
第
73
回
定
期

大
会
を
開
催
。参
加
者
は
30
人（
支

部
4
役
・
常
任
執
行
委
員
10
人
、

分
会
代
表
の
代
議
員
17
人
、
書
記

3
人
）
で
し
た
。

津
田
宗
久
委
員
長
は
、
「
昨
年

は
コ
ロ
ナ
禍
の
な
か
、
仲
間
を
増

や
す
拡
大
運
動
に
奮
闘
さ
れ
た
こ

と
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
し
か

し
今
年
の
1
月
の
組
織
数
は
1
9

9
6
人
、
直
近
の
4
月
は
1
9
3

4
人
と
非
常
に
厳
し
い
状
況
に
な

っ
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
拡
大
運

動
に
邁
進
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

組
織
の
拡
大
こ
そ
、
私
た
ち
の
要

求
実
現
の
近
道
で
す
。
活
発
な
ご

意
見
を
お
願
い
し
ま
す
」
と
挨
拶

し
ま
し
た
。

基
調
報
告
に
対
す
る
質
疑
応
答

で
は
、
支
部
会
館
建
て
替
え
に
つ

い
て
の
質
問
が
あ
り
、
姫
路
直
樹

書
記
長
か
ら
組
織
検
討
委
員
会
の

中
で
具
体
的
に
論
議
し
て
い
き
た

い
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

新
役
員
は
次
の
通
り
。
委
員
長

・
津
田
宗
久
。
副
委
員
長
・
五
箇

谷
日
出
雄
、
増
山
國
吉
、
井
澤
力
、

澤
元
達
雄
。
書
記
長
・
姫
路
直
樹
。

書
記
次
長
・
吉
田
和
馬
。

【
葛
飾
・

書
記
・
小
藤

隆
之
通
信

員
】
4
月
11

日
、
葛
飾
支

部
第
68
回
定

期
大
会
を
テ

ク
ノ
プ
ラ
ザ

か
つ
し
か
で

開
催
し
ま
し

た
。
参
加
者

は
、
本
部
来

賓
を
含
め
て

1
0
6
人
。

新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
対
策
の
た
め
、
通
常
よ

り
参
加
者
を
少
な
く
し
、
間
隔
を

取
り
な
が
ら
、
短
時
間（
午
前
中
）

で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

大
会
で
は
、
①
分
会
組
織
の
再

編
成
お
よ
び
支
部
・
分
会
・
群
の

役
員
体
制
の
確
立
、
②
組
織
実
増

に
向
け
た
拡
大
行
動
の
推
進
、
③

公
契
約
条
例
の
実
現
、
災
害
協
定

の
具
体
化
、
支
部
ま
ち
づ
く
り
セ

ン
タ
ー
の
充
実
、
と
い
う
3
つ
を

大
き
な
柱
と
し
て
新
年
度
運
動
を

進
め
て
い
く
こ
と
を
決
議
し
ま
し

た
。特

に
公
契
約
条
例
に
つ
い
て

は
、
今
年
4
月
に
制
定
さ
れ
た
こ

と
を
踏
ま
え
て
、
現
在
の
理
念
型

か
ら
早
期
の
賃
金
条
項
制
定
へ
の

運
動
を
進
め
て
い
く
方
向
で
す
。

新
4
役
は
次
の
み
な
さ
ん
で

す
。
委
員
長
・
及
川
光
太
郎
。
副

委
員
長
・
益
子
栄
治
、
千
葉
修
央
、

土
屋
忍
、
佐
藤
智
夫
。
書
記
長
・

小
藤
隆
之
。
書
記
次
長
・
山
屋
英
、

深
谷
隆
行
。

足
立
、荒
川
、葛
飾

文
京
、台
東

東
部
ブ
ロ
ッ
ク

東
部
ブ
ロ
ッ
ク

独自ＳＮＳを推進
機関紙、ＨＰ充実と共に

新
委
員
長
に
菅
原
さ
ん

文京

予
防
し
組
織
作
る

２
年
連
続
の
増
勢
め
ざ
す

台東

寺
山
さ
ん
が
委
員
長

引
き
続
き
拡
大
に
邁
進

足
立

荒川

要
求
実
現
の
近
道

三鷹武蔵野

相
談
活
動
の
徹
底

荒波進んでいく
９年連続の最高現勢

公契約条例が実現

後
継
者
育
成
に
出
番
作
り

分会再編、役員確立を

多摩東ブロック多摩東ブロック
三鷹武蔵野、狛江、調布

調
布

１
５
０
０
人
早
期
回
復

狛江

Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
を
推
進

葛
飾

求

人

求

職


